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飛田副会長から市民へ力強く訴えかける

桜井柏崎市長（左から2人目）へ要請行動を実施

海岸に流れ着いた瓦礫撤去の様子

課題も視点も次年度にむけて

６月30日に連合芳野会長が激励に訪れました

連 合 新 潟
ホームページ

令和６年度地域別最低賃金額改定の引上げ額の目安

ランク 都  道  府  県 金  額

Ａ 埼玉、千葉、東京、神奈川、愛知、大阪 50円

Ｂ

北海道、宮城、福島、茨城、栃木、群馬、新潟、
富山、石川、福井、山梨、長野、岐阜、静岡、
三重、滋賀、京都、兵庫、奈良、和歌山、島根、
岡山、広島、山口、徳島、香川、愛媛、福岡

50円

Ｃ
青森、岩手、秋田、山形、鳥取、高知、佐賀、
長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄

50円

(1) 第402号 2024年８月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

８月の主な活動
	8日	第6回青年委員会

	22日	第10回四役会議

	24日	サマーフェスティバル

	27日	第10回執行委員会

書
記
長
・
事
務
局
長
会
議

�

産
別
推
進
会
議
を
開
催

☆回答・妥結報告があった組合235組合（53,912名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2024額・率」と「2023額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式【 回答・妥結集計 】

集計組合
2024 2023同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計 137 31,998 12,037 4.35 8,725 3.46 8,959 3.31 6,614 2.67 3,077�1.04� 2,111� 0.80�

【一時金：回答・妥結集計】
　回答・妥結報告があった組合は、年間67組合（21,822名）、夏季のみ90組
合（12,415名）。額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通りです。
１．年間回答妥結集計結果
【額集計】

集計組合
2024 2023同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

計 40 13,968 1,299,333 1,246,324 1,278,891 1,215,192 20,442� 31,132�
【月数集計】

集計組合
2024 2023同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

計 53 19,162 4.27 4.28 4.29 4.23 -0.03� 0.04�

２．夏季のみ回答妥結集計結果��※夏季のみ回妥、年間回妥含む
【額集計】

集計組合
2024 2023同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

計 85 16,862 593,782 492,380 579,310 472,620 14,473� 19,760�
【月数集計】

集計組合
2024 2023同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

計 106 21,464 2.17 1.98 2.11 1.93 0.06� 0.06�

連合新潟　2024春季生活闘争
第８回集計結果（７月22日公表）

　

今
年
の
元
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
は
能
登
半
島
の
各

地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

連
合
で
は
、
能
登
半
島
地
震

へ
の
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

に
あ
た
り
、
構
成
組
織
・
地
方

連
合
会
か
ら
参
加
者
を
募
集
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
現

地
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
連
合

新
潟
に
は
、
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
第
15
ク
ー
ル
（
６
月
30
日
～

令和６年
能登半島地震
連合救援

ボランティア

７
月
６
日
）
へ
の
運
営
ス
タ
ッ

フ
１
名
の
派
遣
要
請
が
あ
り
、

参
加
し
ま
し
た
。

　

第
15
ク
ー
ル
は
、
連
合
本
部
、

地
方
連
合
会
、
構
成
組
織
か
ら

派
遣
さ
れ
た
総
勢
48
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
、
石
川
県
七
尾
市
を
宿
泊
地

と
し
、
能
登
半
島
地
震
で
特
に

被
害
の
大
き
か
っ
た
珠
洲
市
・

輪
島
市
を
中
心
に
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
私
は
、
珠
洲
市
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
を
し

ま
し
た
。
珠
洲
市
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
は
、
被
災
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
「
瓦
礫
の
撤
去

作
業
」「
漂
着
ゴ
ミ
の
撤
去
作

業
」「
被
災
し
た
家
屋
か
ら
の

家
財
運
び
出
し
」
等
の
作
業
を

主
に
行
い
ま
し
た
。
撤
去
す
る

瓦
礫
の
量
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら

も
、
被
災
地
の
復
興
の
た
め
に

懸
命
に
作
業
に
あ
た
る
な
か
で
、

被
災
者
の
方
々
か
ら
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、

被
災
地
支
援
活
動
の
大
切
さ
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
地
震

発
生
か
ら
半
年
が
経
過
し
た
今

で
も
、
多
く
の
倒
壊
家
屋
が
撤

去
さ
れ
ず
、
地
震
発
生
時
の
ま

ま
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
大
変

驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
興
に
む
け
て
、

息
の
長
い
支
援
活
動
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

７
月
22
日
、
新
潟
東
映
ホ
テ

ル
で
第
21
回
構
成
組
織
書
記

長
・
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
の
会
議
は
２
０

２
５
年
度
人
員
登
録
・
会
費
納

入
人
員
登
録
や
各
種
調
査
な
ど
、

次
年
度
の
活
動
に
む
け
た
対
応
、

そ
し
て
４
月
に
連
合
新
潟
が
作

成
し
た
「
連
合
新
潟
紹
介
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
」
を
使
い
方
も
含
め

て
説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
組
織
拡
大
は
連
合
新

潟
の
重
点
課
題
の
最
初
に
来
る

項
目
で
す
。
今
後
も
各
組
織
と

の
連
携
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
と
新
潟
県
労
働
金
庫

が
合
同
で
開
催
す
る
産
別
推
進

会
議
が
開
催
さ
れ
、
同
じ
メ
ン

バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
く

み
ん
共
済 

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
か
ら
は

２
０
２
３
年
度
活
動
報
告
お
よ

び
２
０
２
４
年
度
活
動
計
画
に

つ
い
て
、
新
潟
労
金
か
ら
は
２

０
２
４
年
度
事
業
計
画
と
、
推

進
活
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
分
析

結
果
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
つ
の
団
体
の
取
り
組
み
は
、

組
合
員
の
福
利
厚
生
、
可
処
分

所
得
向
上
、
資
産
形
成
に
つ
な

が
る
も
の
で
す
。
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
３
つ
の
会
議
を
行
う

た
め
、
出
席
者
の
発
言
の
時
間

が
短
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

組
織
の
実
務
を
担
う
書
記
長
・

事
務
局
長
に
多
く
の
情
報
を
持

ち
帰
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

連合新潟副事務局長
川上  敦之

目
安
額
は
全
国
一
律
50
円

　

７
月
25
日
、
厚
生
労
働
省
の

諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
は
２
０
２
４
年
度
の

最
低
賃
金
に
つ
い
て
全
国
平
均

で
50
円
引
き
上
げ
て
、
時
給
１

０
５
４
円
に
す
る
目
安
額
を
答

申
し
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
目
安

額
に
つ
い
て
、
前
年
は
各
都
道

府
県
を
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
を
も

と
に
区
別
さ
れ
た
Ａ
～
Ｃ
ラ
ン

ク
で
、
目
安
額
が
異
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
２
４
年
度
は

全
国
一
律
の
５
０
円
で
、
過
去

最
大
の
上
げ
幅
に
な
り
ま
す
。

　

物
価
上
昇
が
続
く
中
、
各
方

面
か
ら
「
賃
上
げ
へ
の
期
待

感
」
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

初
と
な
る
ア
ピ
ー
ル
行
動

を
実
施

　

７
月
25
日
に
Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
前

で
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
の

機
運
を
高
め
社
会
へ
広
く
発
信

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
街
宣
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
潟
県
の
最
低
賃
金
は
現
在

９
３
１
円
で
す
が
、
全
国
平
均

１
０
０
４
円
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
だ
け
で
な
く
近
隣
県
と

比
較
し
て
も
低
い
水
準
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
間
の
金
額
差

是
正
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

街
宣
行
動
で
は
連
合
新
潟
小

林
会
長
、
飛
田
副
会
長
、
桑
原

事
務
局
長
、
遠
藤
副
事
務
局
長

が
マ
イ
ク
を
握
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
か
ら
最
低
賃
金
引
き
上

げ
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
や
最
低
賃
金
近
傍

で
働
く
方
々
は
、
自
ら
が
会
社

と
直
接
協
議
・
交
渉
が
で
き
な

い
弱
い
立
場
に
あ
り
ま
す
。

　

本
機
関
紙
が
手
元
に
届
く
頃

に
は
、
２
０
２
４
年
度
の
最
低

賃
金
引
き
上
げ
額
は
決
定
し
て

お
り
ま
す
が
、
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
に
お
け
る
「
賃
上
げ

の
流
れ
」
を
す
べ
て
の
働
く
仲

間
へ
波
及
で
き
る
よ
う
、
真
摯

な
論
議
に
臨
み
ま
す
。

自
治
体
要
請
も
着
々
と

　

各
地
域
協
議
会
協
力
の
も
と
、

自
治
体
へ
の
要
請
行
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

７
月
５
日
に
は
、
柏
崎
地
協

が
柏
崎
市
（
桜
井
市
長
）
へ
要

請
を
行
い
、
笹
井
議
長
か
ら
要

請
書
を
手
渡
し
、
大
幅
な
引
き

上
げ
の
必
要
性
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

物
価
上
昇
が
続
く
中
、
最
低

賃
金
近
傍
で
働
く
方
の
生
活
は

苦
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
訴
え
な
が
ら
、
最
低
賃
金

引
き
上
げ
の
必
要
性
に
つ
い
て

説
明
し
、
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

最
低
賃
金
改
定
審
議
ス
タ
ー
ト

最
低
賃
金
の
大
幅
な

�
引
き
上
げ
を
め
ざ
し
て

最低賃金、
クリアしてる？



インターネットからお申込みするだけで
（ネットカンタン仮申込）

金利
引下げ！

お申込みはネットカンタン仮申込から！
〈新潟ろうきん〉ホームページへアクセスし、

トップページにある「ネットカンタン仮申込」バナーをクリックしてください。
「ネットカンタン仮申込」は本申込みではありませんので、審査結果ご連絡後のキャンセルもＯＫ！お気軽にご利用ください。

●ご融資金額／最高1,000万円●ご返済期間
／最長10年●お使いみち／自動車購入・修理、
カー用品の購入、免許の取得、マイカーのクレ
ジットなどの借換え等●担保／不要●保証／
保証機関の保証（保証料はろうきん負担）

マイカーローン
ろうきん

─────────── 生活応援金利 ───────────

年1.6％~年1.7％（変動金利） （変動金利）

年2.30%（変動金利）通常金利

新車・
中古車購入はもちろん、
ディーラーローン、

残価設定クレジットからの

借換えも
OK！

ろうきん
マイカーローンは

保証料
0円！

※ネット割以外の金利引下げ条件もございます。詳しくは店頭へお問い合わせください。※金利適用条件・項目は、金利情勢等により見直しする場合があります。※審査結果
により、ご希望に添えない場合があります。※保証人をご用意いただくことにより、ご利用いただける場合があります。※店頭またはホームページで返済額の試算をいたします。
※詳しくは店頭に説明書をご用意しております。※表示金利は2024年8月1日現在

新潟ろうきん 検 索

1524Z004

新 潟 推 進 本 部
( 新 潟 県 総 合 ⽣ 活 協 同 組 合 )

A5サイズ

「こくみん共済 coop」は営利を⽬的としない保障の⽣協として共済事業
を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安⼼とゆとりあ
る暮らしに貢献することを⽬的としています。この趣旨に賛同いただき、
出資⾦を払い込んで居住地または勤務地の共済⽣協の組合員となること
で各種共済制度をご利⽤いただけます。

※画像はイメージです。※カラーの指定はできかねます。※在庫状況によっては、他のノベルティをお渡しする場合がございます。

公式キャラクター
ピットくん

連　　　合　　　新　　　潟

レインボータワーモニュメント

グループ発表をしている新潟の参加者

安田瓦の強度の秘密について説明をうける

訪日団から巻子本（巻物）をお土産にいただきました

2024年８月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第402号

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

　

今
年
も
い
よ

い
よ
夏
の
高
校

野
球
甲
子
園
大

会
が
始
ま
っ
た
。

甲
子
園
大
会
が

始
ま
る
と
何
も

予
定
が
な
い
休

日
は
、
一
日
中

テ
レ
ビ
の
前
で
高
校
野
球
を
見

て
い
る
。
た
と
え
知
ら
な
い
高

校
で
あ
っ
て
も
、
大
変
な
暑
さ

の
な
か
で
も
全
力
プ
レ
ー
で
頑

張
る
球
児
た
ち
の
姿
に
感
動
し
、

心
を
動
か
さ
れ
る
。

　

最
近
は
、
高
校
球
児
の
髪
型

が
話
題
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、

野
球
を
や
る
う
え
で
は
関
係
の

な
い
こ
と
で
、
選
手
の
自
主
性

に
任
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ

ん
な
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、
将

来
、
野
球
を
す
る
子
ど
も
が
増

え
て
、
こ
れ
か
ら
も
高
校
野
球

が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。 

Ⓐ

中国北京市教職員組合の代表者が来訪

2024北陸ブロック
「仲間づくり

セミナー」

政
治
課
題
や
中
央
会
費
制
度
に
つ
い
て
意
見
交
換

…
連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
…

学
び
と
交
流
の
研た

修び

へ

　

７
月
６
日
、
連
合
新
潟
青
年

委
員
会
と
女
性
委
員
会
は
、
合

同
研
修
会
を
開
催
し
、
阿
賀
野

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
研
修
テ
ー
マ
は
「
身

近
な
も
の
づ
く
り
を
考
え
る
」

と
し
、「
丸
三
安
田
瓦
工
業
」

「
坂
詰
製
材
所
」「
神
田
酪
農
」

　

６
月
30
日
、
金
沢
市
内
で
、

福
井
・
石
川
・
富
山
・
新
潟
の

４
地
方
連
合
会
の
会
長
・
事
務

局
長
・
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
代
表
の

出
席
の
も
と
、
連
合
北
陸
ブ
ロ

ッ
ク
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
議
で
は
２
０
２
４

年
度
の
活
動
報
告
と
能
登
半
島

地
震
へ
の
対
応
、
今
後
の
予
定

の
確
認
と
情
報
共
有
を
行
い
、

ま
た
連
合
本
部
よ
り
現
在
の
政

治
情
勢
と
、
中
央
会
費
制
度
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
央
会
費
制
度
は
、
現
在
、

各
構
成
組
織
か
ら
地
方
連
合
会

に
納
入
し
て
い
る
連
合
会
費
を
、

２
０
２
６
年
か
ら
は
構
成
組
織

が
直
接
連
合
本
部
に
会
費
を
納

入
し
、
地
方
連
合
会
に
は
本
部

か
ら
一
括
で
会
費
が
入
金
さ
れ

る
制
度
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方

連
合
会
が
抱
え
る
課
題
や
本
部

へ
の
要
望
を
出
し
合
い
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

翌
７
月
１
日
に
は
、
小
林
会

長
と
桑
原
事
務
局
長
が
輪
島
市

朝
市
通
り
で
、
能
登
半
島
地
震

の
被
害
状
況
を
視
察
し
、
手
つ

か
ず
と
い
う
よ
り
、
地
震
直
後

の
ま
ま
と
い
っ
た
街
の
様
子
に
、

長
期
の
被
災
地
支
援
の
必
要
性

を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
秋
以
降

に
も
構
成
組
織
や
加
盟
組
合
に

支
援
活
動
を
お
願
い
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

７
月
８
日
に
万
代
シ
ル
バ
ー

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
連
合
新

潟
組
織
対
策
委
員
と
、
連
合
新

潟
構
成
組
織
の
組
織
拡
大
担
当

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
連
合
組
織
拡

大
プ
ラ
ン
２
０
３
０
の
方
針
に

も
と
づ
き
、
よ
り
多
く
の
働
く

の
三
社
を
見
学
し
て
ま
わ
り
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
も
新
潟
県
を
代
表
す

る
産
業
の
企
業
で
あ
り
、
日
常

生
活
の
中
で
は
「
身
近
」
に
あ

る
も
の
の
、
製
造
工
程
や
職
人

の
技
術
な
ど
は
、
な
か
な
か
目

に
触
れ
る
機
会
が
な
い
こ
と
か

ら
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ

て
新
鮮
な
経
験
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
見
学
や
移
動
中
の
車

内
、
昼
食
時
に
は
、
一
人
ひ
と

り
の
自
己
紹
介
や
意
見
交
換
を

と
お
し
て
、
参
加
者
同
士
の
親

睦
も
深
ま
り
、「
学
び
」
と
「
交

流
」
の
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

　

７
月
11
日
、
中
国
北
京
市
教
育

工
会
訪
日
団
が
連
合
新
潟
に
来
訪

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
育
工
会
は

北
京
市
の
幼
稚
園
、
小
・
中
・
高

等
学
校
お
よ
び
大
学
の
ほ
ぼ
す
べ

て
の
教
職
員
が
所
属
す
る
「
教
職

員
組
合
」
で
、
新
潟
県
教
職
員
教

育
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
相
互
に

代
表
団
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
勤
労
福
祉
会
館
で
、

小
林
会
長
と
桑
原
事
務
局
長
が
、

５
人
の
訪
日
団
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
か
ら
は
日
頃
の
活
動
と
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
と
こ
ろ
、
連
合
新
潟
が
行
っ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人

を
中
心
と
し
た
外
国
人
労
働
者
の
相
談
対
応
な
ど
に
、

関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
県
内
の
外
国
人
の
働
き
方

や
外
国
人
労
働
者
の
増
加
の
理
由
、
労
働
組
合
へ
の
加

入
状
況
な
ど
、
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
予
定
時
間
を

超
え
る
有
意
義
な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
20
日
、
万
代
シ
ル
バ
ー

ホ
テ
ル
で
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
新
潟
県
民
会
議
の
総
会
・

県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
連
合

新
潟
か
ら
は
、
11
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
５
年
度
事

業
報
告
、
決
算
、
令
和
６
年
度

事
業
計
画
、
令
和
６
年
度
予
算
、

役
員
変
更
が
提
案
さ
れ
、
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
県
民

大
会
の
第
１
部
で
は
、
東
海
大

学
海
洋
学
部
教
授
の
山
田
吉
彦

氏
よ
り
、『
今
だ
か
ら
こ
そ
必

要
な
北
方
領
土
返
還
運
動
』
と

題
し
た
講
演
が
あ
り
、
北
方
領

土
問
題
に
つ
い
て
国
民
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
返
還

要
求
運
動
を
一
層
盛
り
上
げ
る

と
と
も
に
、
北
方
四
島
と
の
経

済
交
流
を
活
発
に
行
う
こ
と
が
、

領
土
返
還
に
繋
が
っ
て
い
く
こ

と
だ
と
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

第
２
部
で
は
、
令
和
５
年
度
北

方
領
土
青
少
年
現
地
視
察
事
業

に
参
加
し
た
引
率
教
諭
、
参
加

生
徒
代
表
者
の
方
か
ら
、
現
地

視
察
に
参
加
し
た
体
験
談
に
つ

い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
最
後
に

北
方
領

土
返
還

の
実
現

に
向
け

て
大
会

決
議
が

確
認
さ

れ
ま
し

た
。

私の地
まち

域からこんにちは！
■ 教えて？万代♪ ① ■■■  新潟地協 発  ■■■

　新潟地協事務所は
商業施設が立ち並ぶ
万代シテイにありま
す。たくさんの人が
訪れる場所ですが、
あまり知られていな
いスポットを紹介し
たいと思います。
　万代シテイのシンボルといえばレインボータワー。
残念ながら2018年に解体されましたが、あちらこ
ちらにレインボー色が配されていて、万代シテイの
イメージカラーとしてその存在は残っています。新
潟地協機関紙のあとがき “虹色一丁目” もこれが由
来です。
　今回紹介するのはレインボータワー跡地にあるタ
ワーの客車を模したモニュメント。中に入ると在り
し日のレインボータワーの写真が展示してあり、万
代シテイの歴史を見ることができます。
　また乗りたいなあ、と思った方は是非弥彦山へ！
弥彦山パノラマタワーはレインボータワーと同じ構
造だそうです。見える景色は違いますが、懐かしい
雰囲気を味わえるのではないでしょうか。

②

◆
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

新
潟
県
民
会
議
総
会
・
県
民
大
会

仲
間
を
増
や
す
た
め
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
、
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
各
県
か
ら

の
参
加
者
と
と
も
に
「
仲
間
づ

く
り
」に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。

　

連
合
本
部
の
松
永
中
央
オ
ル

ガ
ナ
イ
ザ
ー
に
よ
る
「
仲
間
づ

く
り
（
組
織
化
・
組
織
拡
大
）

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」
の
講

義
を
受
け
た
後
、
Ａ
「
組
合
未

加
入
者
に
仲
間
に
な
っ
て
も
ら

う
た
め
に
」、
Ｂ
「
未
組
織
の

職
場
に
労
働
組
合
を
作
る
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
各
グ
ル
ー
プ

で
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
意
見
を
発

表
し
、
全
体
で
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
成
功
事
例
だ
け
で
な
く

失
敗
事
例
の
報
告
も
あ
り
、
今

後
の
活
動
の
参
考
と
な
り
ま
し

た
。

　

次
年
度
は
応
用
編
と
な
る
実

践
的
な
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー
を
、

連
合
新
潟
組
織
対
策
委
員
会
と

し
て
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●2024年度労働条件実態調査
●2025地域ミニマム運動
� 賃金実態調査
☆提出期限：10月１日（火）必着

ご協力をお願いします！

調査実施中


